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『演出研究』（1963～1968年）
～ラジオ・テレビ変革期における
　制作現場の実相～

メディア研究部		亀村朋子

はじめに
今回の「放送史料 探訪」では，1960年代に

番組制作にあたっていたNHK職員が，情報
交換の目的で作成していた部内誌『演出研究 』
を紹介する。『演出研究 』に関しては，『放送
研究と調査 』2013年11月号で，ドキュメンタ
リードラマに関する記述を中心に取り上げてい
るが，今回は全体を俯瞰した眼で捉え，ラジ
オからテレビへ，白黒からカラーへ，という転
換期の記事を中心に紹介する。

 

『演出研究 』は，1963年から1968年にかけ
て作成された部内誌である。

NHK放送文化研究所（文研）には，第1号

（1963年6・7月）から第14号（1968年冬 季 ）
までが保管されている。第1号から第4号まで
が隔月発行，第5号から第10号までが前期・
後期の年2回の発行，第11号から第14号まで
が季刊となり年 4回の発行となった。

1冊40ページから最大108ページまでのB5
サイズの冊子で，当時の芸能局が編集を担当し
た。部内誌の扱いだが，全国の番組制作者に
広く配付されたものとみられる。執筆者の所属
は芸能局だけにとどまらず，報道，教育，編成，
技術，アナウンス，地方局など多岐にわたる。

第5号（1964年前期）以後の『演出研究』表
紙の裏には，編集部による次のようなメッセー
ジが記されており，番組制作に関係するすべて
の職員に向けられた冊子だったことがわかる。

 
ラジオからテレビへ
『演出研究』が創刊された1963年は，テレビ

放送が始まってから10年後にあたる。第1号の
編集後記には，「ラジオとテレビの，演出と技術
とのかけ橋となり，潤滑油でありたい，という
のが編集係の念願です」とある。ちょうどその
ころ行われた機構改革により，それまではラジ
オ部・テレビ部と分かれていたラジオとテレビ
の制作者が，同じ組織に籍を置くことになった。

第1号の巻頭記事は「特集　ラジオ・テレビ
並立の方向」である。座談会の出席者が，ラ
ジオとテレビが同じ部署になった結果，仕事が
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やりやすいかやりにくいか，などの意見を出し
合っている。司会者が「ラジオの方からみてテ
レビというのはあんな番組を出してどうなんだ
というふうなことを感じておられるんじゃない
か。テレビの方から言うと，ラジオのあんな番
組はもう消えてもいいんじゃないか，というふう
にそれぞれ日頃思っていらっしゃるんじゃない
かと思いますが」と発言している。まさに新旧
の戦いである。

第1号には，さらに，「私のめざす演出」と
題した小論がある。執筆したのは，ラジオか
らテレビに移った教育局のディレクターである。

「テレビの演出者として，ずっと歩いてきた道は，
いかにして音声にたよることなく，云いたいこと
を画で表現するかの努力の道でした。画でしか
表現できないものによって，テレビの番組は発
想され，演出されなくてはならない―極端な
ようですが，私の制作はそうした考えに⽀配さ
れていました」。音から映像に発想を切り替える
ことを，自分に強いていた様子がわかる。

一方で，音声の重要性を指摘する次のよう
な記事も掲載されている。第3号（1963年10
～12月）の「スタッフ談話室 “音声さん”を囲ん
で」である。「（ディレクターは）今までは絵を
撮るのに精いっぱいで，音まで神経がまわらな
かったんでしょう」「音の面についてはラジオか
らテレビに移ったPDさん（ディレクター）の方
が関心を持っていますね」「（テレビスタジオで
は）シーンとした時はカメラのターレットの音が
入る。それから大道具のきしみ」。ラジオ時代
には，スタジオにカメラもなければ大道具もな
い。音声スタッフにとっては，新たにスタジオノ
イズの悩みが生じることになった。しかし，現
在のスタジオでも同様のノイズはあるので，60
年たっても問題は解決されていない。

1963年12月に東京でFMステレオ放送が開
始され，テレビに押され気味だったラジオに救
世主が現れた。その半年後に発刊された第5
号では，「最近FM放送が非常に注目を浴びて」
いるとして「FM放送の現状と将来 」という
テーマの座談会が企画された。その中で，「FM
は音楽愛好家にとっては視力でいえば0.1から
1.5に生まれ変わった程のちがいがある」と，モ
ノラル放送からステレオ放送に変わったことを
視力に例えて表現している。一方で音楽に詳し
い聴取者の希望をくみとり，しゃべりは要らな
いからレコードを素直に流すだけのほうがいい
のか，という悩みも語られている。

カラー化への道程
1960年9月10日に東京と大阪でNHKのカ

ラー放送が開始された。それから6年近くが経
過し，第9号（1966年前期）の巻頭には，当
時の浅沼博放送総局長が「カラー時代を迎え
て ―番組制作者諸君にのぞむ―」という記事
を寄せている。「オリンピック当時からみると，
もうすでに倍近く」にはなっているが，日本の
カラー放送受像機の普及は，NHK営業局の
調べでは「一二万五〇〇〇台という段階」であ
り，「一,八〇〇万の視聴者に対して一パーセン
トにもみたない数字」で「まだ，きわめて貧弱
なもの」としている。伸び悩む理由に，メーカー
側はカラー放送の不十分さを挙げ，放送局側
は「受像機の値段が高いから伸びない」として
いる。浅沼は「一九インチが一九万八〇〇〇円
という値段では，ちょっとわれわれの手では届
きません」と述べているが，大卒国家公務員の
初任給が2万3,300円（1966年）の時代であり，
カラーテレビは相当な高値だった。

そのうえで浅沼は，「マスコミの中でこんなに
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機械性の強い媒体は，他の新聞や出版，映画
などにはありません。それだけに放送にたずさ
わる者は，どのポストにあっても，やはり基本
的な放送技術というものはじゅうぶん研究して
おかなければならないし，その進展に注目を怠
らないということが非常に大事な問題です」と
している。

1964年以降の『演出研究 』には，制作現場
がカラー放送という新しい技術と格闘する姿が
記録されている。

第8号（1965年後期）には，調整部（現・制
作技術）所属の職員による「カラーテレビの色
彩基本」という記述がある。色相という色の種
類のほかに，明度と彩度の3つの性質を組み合
わせて，すべての色が識別できるということ，
暖色・寒色の性質がもたらす心理的効果など，
色についての基礎知識を学べる内容となってい
る。今でこそ，例えば危険をイメージする色とし
て，注意を引く赤色や黄色を選ぶことはたやす
いが，当時はこのように，美術デザイナーはも

とより制作者やカメラマンも，積極的に学習し
ていた。

第6号（1964年後期）には，「対談　カラー
番組制作の問題点」が掲載された。カラーで
制作しても家庭の受像機のほとんどが白黒であ
るため，その効果が表れない。表れないどころ
か，演出的にマイナスの結果になることがある，
と制作者が嘆いている。例えば，スタジオセッ
トなど，カラーで設計したものが，白黒テレビ
ではコントラストの関係で逆効果になる，という
ことである。のちにNHK会長になる川口幹夫
も参加していて，「いずれそう遠くない時代にカ
ラー化することは明らかですがそのための一つ
の試金石の格好でやっていくことも現在の段階
ではしょうがない。僕はそういうふうに割り切っ
ています」と述べている。

カラー化は，すべての番組で同時に行われ
たわけではなく，徐々に進んでいった。1966
年4月には料理番組がカラー放送になった。第
9号（1966年前期）の「カラーテレビ番組の現

状と課題」には，それに関する記述が
ある。カラーの出色具合のテストを重
ねて，料理がまずく見えることがない
と確認できたので，カラー放送を決め
たという。料理にとって，色が重要な
のは言うまでもなく，例えば「わらび
をゆでて，ゆで汁の色がさっと緑色に
変わったらとり出していい」とか，「肉
の焼きぐあいによる色の変化」などを
視覚的に伝えられるようになった。料
理番組の演出において，カラー化は革
命的な出来事であった。

カラーフィルム導入への対応
番組がカラー化することで，表現第 9 号目次には「カラー」の文字が目立つ
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力は高まった反面，新たな制約に苦心しながら
の制作が始まった。第12号（1967年夏季）は，
この年の7月からカラーフィルム番組が増えたこ
とで，カラーフィルムの特集が組まれた。

まず，報道局社会番組部の職員が執筆し
た「“カラーメンタリー”への指向―「現代の映
像 」をカラーでとり終えて―」によれば，同年
5月のある日に「あすから“映像”をカラーでと
れ。七月から午後七時台をオール・カラーにす
るのは，協会の至上命令だ」と言われた。「絶
対的な光量不足と機動性の欠如という，カラー
撮影に宿命的につきまとうこれらの障害に加え
て，私たちをいちばん苦しめたのは，フィルム
使用量のきびしい制限だ。／ビビッドな素材
を追えば追うほど，フィルムの消費量が多くな
るのは当然なことで，モノクロ時代でも，平均
六，〇〇〇フィート以上を使っていたのに，カ
ラー・フィルムに関しては，費用がかさむので，
絶対に四，五〇〇フィートのワクを越えてはいけ
ない」。『現代の映像 』は29分のドキュメンタ
リー番組で，放送尺に必要なフィルムは約1,000
フィートである。つまり，モノクロ時代は放送
時間の6倍以上撮影してもよかったものが，4.5
倍以内に減らされた，という担当者の悲鳴で
ある。

報道局テレビニュース部の職員が執筆した
「フィルムニュース　カラー化の現状と将来」も
興味深い。カラーフィルムは，感度が低いため
に照明が必要である。そうした実情に対して，

「昨年（66年）10月末から，ニュースの一部が
カラー化された」「ニュースは，いつ，どこで発
生するか予測することが不可能であるから，実
際には，カラー撮影に満足ゆくような大規模な
照明は望めない」「国会や国際会議場のように，
ライトの制限がきびしい場合が多い」と述べて

いる。さらに，「カラーフィルムの現像時間は，
白黒フィルムの10分に対して，現在では55分と
いう長い時間がかかる」と，即時性を求められ
るニュース送出とのギャップを嘆いている。
「カラー研究班について」という記事もある。

制作現場に密着してカラー番組制作をフォロー
する「カラー研究班」なるプロジェクトが立ち上
がっていたようである。「正式のカラーテレビ放
送が開始されてから七年を経過しましたが，こ
の間カラーの普及は遅 と々して進まなかったよ
うに思います。／ところが，一説には東京オリ
ンピックをきっかけにしてといわれますが，ここ
二，三年急速にカラーについての関心が高まり，
カラーブームの気配さえ感じられるようになりま
した」「今年のはじめ，さる商業放送が，カラー
ドラマを放送したところ，主演女優の着ていた，
トキ色の着物が，ある社会の女性にたいへん
うけて，東京中の呉服屋からトキ色の布地が姿
を消した，と伝えられるのも冗談ばかりとは思
えません」としている。テレビのカラー化によっ
て，新たなかたちで流行が広まるようになった。
テレビが，放送という役割にとどまらず，経済
活動に影響を与える強力な装置であることに気
づいたエピソードとして捉えると興味深い。

おわりに
『演出研究』とは，大上段に構えた論文集で

はなく，当時の制作現場の「生の声」を集めた
ものであり，大きな技術革新に直面した当時の
職員たちの「困惑と期待の証言集」である。そ
れをお互いに共有しよう，あるいは，若手の勉
強の場にしよう，という思いが詰まったものだ。
テレビが飛躍を遂げた時代を⽀えた人たちの

「熱」が感じられる貴重な資料である。
（かめむら ともこ）


